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ヒガラ Periparus ater とシジュウカラ Parus minor の
シロダモ Neolitsea sericea の虫こぶ採食観察報告
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はじめに

　我孫子市鳥の博物館では ,2003 年以降千葉県我孫

子市内の公園（塩田 2012）と谷津田の鳥類センサ

スを実施している .2012 年から 2013 年にかけての

冬期は , 調査地の公園でヒガラ Periparus ater がしば

しば観察された . この報告書では ,2013 年の鳥類セ

ンサス時に ,ヒガラ Periparus ater, シジュウカラ Parus 

minor がシロダモ Neolitsea sericea やクスノキ Cinnamomum 

camphora の虫こぶを採食する行動を観察したので報

告する .

観察場所

　虫こぶの採食行動を観察した公園 ,谷津田の環境

は ,次の通りでである .

①宮ノ森公園（我孫子市布佐）

　宮ノ森公園は面積 3ha で斜面林 , 平地（芝生広

場）, 用水路 , 池 , 小さなヨシ原などで構成され

ており , それぞれが小面積ではあるが多様な要素

からなる . 植栽された樹木が多く , ケヤキ , サク

ラ ,イチョウ ,メタセコイアなどの落葉樹のほか,

スギ , マツ , クスノキ , タブノキなどの常緑樹も

ある . またツツジ , レンギョウ , アオキ , ユキヤ

ナギ , アジサイなどノ低木も多数植栽されてい

る.周辺には,学校,幼稚園,住宅地,線路があり,

利用者が多い公園といえる .

②中里市民の森（我孫子市中里）

　中里市民の森は面積 3.2ha で ,スギ植林の中に ,

シラカシ , アカマツなどの常緑樹のほか , イヌシ

デ , コナラ , コブシ , クリ , サクラなどの落葉樹

がある . 全体的には常緑樹が多い . 片側は斜面林

となっている . 散歩の人などの利用者はほとんど

いない .周囲には畑と住宅地、神社がある .

③岡発戸の谷津田（我孫子市岡発戸）

　我孫子市谷津ミュージアムと称する約 36.7ha の

谷津田である . 谷底は , 主に水田 , 放棄水田 , ヨ

シ原 , 池、用水路などで構成されている . 南側の

斜面には , サクラ , マテバシイ , スギ , ヒノキな

どが植栽され , 対岸の斜面にはシラカシ , スダジ

イ , コナラ , クリ , ケヤキ , イヌシデ , エノキ ,

アカメガシワなどが生育する . 斜面上部の台地に

は主にスギ , ヒノキが植栽され , 畑が分布してい

る .

④根戸船戸緑地（我孫子市船戸）

　根戸船戸緑地は面積 2.7ha で , 斜面にあり常緑

樹と落葉樹の混合した林である .サワラ ,ヒノキ

スギ ,シラカシ ,ヒサカキなどの常緑樹のほか ,

コナラ ,ケヤキ ,クヌギ ,エゴノキ，ゴンズイな

どの落葉樹がある .周囲は住宅地と畑である .

観察方法

　虫こぶの採食行動は ,毎月１回実施する市内の公

園や緑地 ,谷津田の鳥類センサス時に観察した .観

察場所では双眼鏡を使用し ,また適宜カメラでの撮

影をおこなった .

観察結果

　ヒガラ・シジュウカラが虫こぶの採食をしていた

観察記録は,2013年2月〜3月で5回あった（表1）.ま

た ,宮ノ森公園でヒガラ・シジュウカラがシロダモ

の虫こぶ（シロダモハコブフシ）を採食していると

ころを写真で記録した（図 1,2）. ヒガラやシジュ

ウカラが葉の虫こぶをつまんで採食している姿を観

察している間 ,パチパチという虫こぶをつぶしてい

ると思われる音がよく聞こえた .採食以外でのヒガ

ラの記録は 2012 年 10 月〜 12 月の間で 6回（12 羽）

観察された（表 2）.

考察

　ヒガラは , 日本・朝鮮半島からユーラシア大陸の

中緯度地方 , ヨーロッパにかけて広く分布している

鳥類である（Hoyo 2007）.針葉のすき間や小枝の叉

などに隠れている虫を見つけ出してついばんだり ,

樹の冬芽やマツカサの中に , くちばしを突き刺して

虫を取り出したりして , 昆虫を主に採食している

が ,針葉樹の種子なども採食する（中村 1970, 中村・

中村 1995）.

　ヒガラが虫こぶの中の幼虫を採食する例として

は , カラマツ Larix kaempferi の冬芽に虫えいするカ
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表1.　ヒガラ・シジュウカラが虫こぶの採食をしていた観察記録 .

Table 1. Observations coal tit and japanese tit feed on the leaf  galls. 

表2.　採食以外でヒガラを観察した観察記録 .

Table 2. Observations coal tit and japanese tit except feeding on the leaf  galls. 

ラマツメタマバエ Dasyneura nipponica が知られてい

る（中村 1970）. また , 虫こぶではないがカラマツ

の葉を合わせた筒状の中に潜んでいるハマキガの

仲間の幼虫を採食することも知られている（中村

1970）. これらのことから , 今回の観察で見られた

ヒガラがシロダモの葉の虫こぶの中の幼虫を採食し

ていたと考えられる .

　ほかの鳥種で虫こぶを採食している例としては

コゲラ Dendrocopos kizuki がヌルデ Rhus javanica の虫こ

ぶ（ヌルデミミフシ）をつついて中のアブラムシを

食べているところが観察されている（桜谷 2001）.

また , イカルとシメによるモウソウチクの虫こぶ内

のハチ類の採食も報告されている（穴田・多奈田 

2000）. シジュウカラ属の Parus major によるテレビ

ンノキ Pistacia palaestina の虫こぶの採食などが知られ

ている（Moshe et al. 1992）.スズメ Passer montanus が

ケヤキ Zelkova serrata やハルニレ Ulmus davidiana の虫こ

ぶのアブラムシを採食する例が知られている（Sunose 

1980）. これらの例からヒガラやシジュウカラに限

らず , ほかの鳥類も虫こぶを採食する例が知られて

いる .

 　今回 , ヒガラ・シジュウカラが採食していたシロ

ダモの虫こぶ（シロダモハコブフシ）はシロダモタ

マバエ Pseudasphondylia neolitseae によるものだが ,シロ

図 1. シロダモの虫こぶを採食するヒガラ .（2013

年 2 月 13 日）

Fig.1. Coal tit Periparus ater was feeding on the leaf   galls of  

Neolitsea sericea. (2 Feb.2013)

図 2. シロダモの虫こぶを採食するシジュウカ

ラ .（2013 年 3 月 6 日）

Fig.2. Japanese Tit Parus minor was feeding on the leaf  galls 

of  Neolitsea sericea. (6 Mar.2013)
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図 3.　シロダモハコブフシの中にいたシロダモタマ

バエの３齢幼虫 .

Fig.3. Third instar larva of  Pseudasphondylia neolitseae that 

was in the leaf  gall of  Neolitsea sericea.

図 4.　シロダモハコブフシの中にいた幼虫（未同

定）.

Fig.4.  Larva of  unknown species was in the leaf  gall of  

Neolitsea sericea.

ダモタマバエに寄生するシロダモコマユバチ Bracon 

tamabae（湯川ほか 1975）やコガネコバチ科の１種な

どの寄生蜂が知られている（湯川・桝田 1996）. ヒ

ガラ・シジュウカラはシロダモタマバエの幼虫もし

くは寄生蜂の幼虫を食べていたと考えられる . この

時期のシロダモハコブフシの一つをカッターで切っ

て中を見たところ,シロダモタマバエの３齢幼虫（終

齢幼虫）が見られた（図３）. また他のシロダモハ

コブフシを切ると寄生蜂の幼虫でもない幼虫（未同

定）が入っていた（図４）.

 　今回の観察では , シロダモのほかクスノキの葉の

虫こぶ（クスノキハクボミフシ）をヒガラが採食し

ている行動を観察した . クスノキハクボミフシには

クストガリキジラミ Trioza camphorae が入っている（宗

林 1959）.

　2012 年 10 月から 2013 年 3 月までヒガラを観察し

ているが ,2012 年 10 月〜 12 月までは虫こぶの採食

行動は観察されず ,2013 年 2 月〜 3 月に虫こぶの採

食行動を観察した . 虫こぶを採食するようになった

理由として冬期後半の餌不足を補うため , あるいは

落葉樹の葉が完全に落ちて , 常緑樹の葉が見えやす

い状況になり虫こぶが見つけやすかった可能性が考

えられる .

　また , 過去に実施した我孫子市内の鳥類センサス

（塩田 2012）では , 一年を通してシジュウカラを観

察しているが , シジュウカラがシロダモの虫こぶを

採食しているところは観察しておらず ,2013 年の 3

月になってからはじめてシジュウカラの虫コブの採

食行動が見られた . これはシジュウカラは他種の鳥

の行動をよく観察していて , 採食場所に飛びついて

他の鳥を追い払ってエサを探したり , 自身は貯えな

いのに , コガラやヒガラの貯えの現場を狙って , 貯

蔵した種子など奪って食べる（中村 1970）という特

性が知られていることと ,2012 年秋期〜 2013 年冬

期はヒガラが多く観察されている事から , シジュウ

カラはヒガラの採食行動を観察して学習した可能性

が考えられる .
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Report of  Coal Tit Periparus ater and Japanese Tit Parus minor feed on the Leaf  galls of  Neolitsea sericea. 

Izumi SHIODA

Abiko City Museum of  Birds, Kohnoyama 234-3, Chiba, 270-1145, Japan

KEY WORDS : Gall, Feeding, Coal Tit, Periparus ater, Japanese Tit, Parus minor、 Neolitsea sericea, Cinnamomum camphora, Pub-

lic park, green tract of land, Abiko city

SUMMARY :

Coal tit Periparus ater was often observed in bird surveys in the park in abiko city district of  japan from autumn 2012 to 

spring 2013.  I report  observations the coal tit feed on the leaf  galls of  Neolitsea sericea.


